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総務財政常任委員会（長浜ひろみ委員長）は10月23日から25日にかけて、
平成23（2011）年3月11日東日本大震災の被災の実情や教訓を学び西原町
に活かしていくため、防災や復興について様々な取組みを視察しました。
宮城県利府町で災害と避難支援について、南三陸町志津川地区で震災復興
祈念公園を語り部から、戸倉公民館（旧戸倉中学校）で震災の停電で止まっ
たままの時計、周辺の復興。石巻市震災遺構大川小学校では防災と避難支
援について研修しました。東日本大震災を教訓とし利府町では災害と避難
支援で行政、議会、自治会の連携「自助」と「共助」の必要性、防災計画や二次
被害対策、避難所運営、避難所における感染対策等を研修し、震災後3日間
は人命救助第一である事を学びました。南三陸町視察では防災無線が各家
庭に設置され、南三陸町旧戸倉中学校では震災から5年以上が経過した2016年10月に戸倉公民館としてリニューアルし、現在
は地域における生涯学習の中核的な施設として利用されています。石巻市立大川小学校では、大震災後の津波により児童108
名中74名・教員10名が亡くなっています。同校は海から3.7km内陸に位置するため、津波は到達しないと思われましたが大津
波は川を遡上してきました。地震後大津波警報が発令され避難を呼びかける中、50分間校庭にとどまり続け、二次避難先を想
定していなかったため、結果的に高い裏山ではなく「橋のたもとの小高い場所」へ避難を決めてしまったことなどの当時の状況
が、隣接する大川震災伝承館に展示されています。東日本大震災から12年が経過し、防災に関する意識の低下があってはなり
ません。町民の生命、財産を守ることを常に意識し災害対策、防災計画の重要性を推進して参ります。
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令和5年10月10日、北谷町ニライセンターで中部地区町村議会議長会（伊波篤
会長）主催の中部地区町村議会議員・事務局職員研修会が開催され、沖縄県町村
議会議長会　石垣安秀氏による「議会運営事例報告」のほか議員の心構え等の講
義が行われました。また、議会招集期日の変更についての地方自治法改正後、県
内で初のケースとなった西原町議会の事務手続の事例が紹介されました。

中部地区町村議会議員・事務局職員研修会

総務財政常任委員会　行政視察
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表紙の題字と写真をお寄せください
あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？

表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集してい
ます。うまいへたは関係ありません。こどもから大人まで、生き生
きとした題字と写真をお待ちしています。

送付先：議会事務局（担当：当真）
TEL.945-5122　　FAX.945-5045

gikaii_jimu＠town.nishihara.okinawa.jp
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楽しい気持ちを文字で表現し
てみました。
これからも習字や習い事、部活
動を頑張っていきたいです。
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